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一
　
家
庭
教
育
支
援
法
案
と
は

　
近
年
、
少
子
化
、
貧
困
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
学
力
格
差
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
政
策
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
文
部
科
学
省(

文
科
省
、

以
下
同)

で
は
、
二
棚
一
一
年
六
月
よ
り
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
に
関
す
る
検
討
委
員
会
が
重
ね
ら
れ
、
翌
一
二

年
三
月
に
は
『
つ
な
が
り
が
創
る
豊
か
な
家
庭
教
育
⒡
⒢
親
子
が
元
気
に
な
る
家
庭
教
育
支
援
を
目
指
し
て
』
と

題
す
る
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
自
民
党
は
議
員
立
法
と
し
て
の
成
立
を
め
ざ
し
て

今
期
第
一
九
三
回
国
会
に
「
家
庭
教
育
支
援
法
」
案
を
上
程
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
二
棚
棚
六
年
に
は
、
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
「
審
議
不
足
」
と
の
声
を
残
し
な
が
ら
、
教
育
基
本
法
が
改

正
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
、
国
民
に
対
す
る
徳
目
を
求
め
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
第
二
条
「
教
育
の
目
標
」
と
と

も
に
、
第
十
条
「
家
庭
教
育
」、
第
十
一
条
「
幼
児
期
の
教
育
」
と
い
う
新
た
な
条
項
が
つ
く
ら
れ
た
。
今
般
の

「
家
庭
教
育
支
援
法
案
」
は
改
正
教
育
基
本
法
を
基
盤
と
し
、
さ
ら
に
明
確
に
国
家
が
求
め
る
「
家
庭
」
像
や

「
親
」
像
を
提
示
し
、
そ
の
実
現
を
責
務
と
し
て
国
民
に
要
求
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

　
家
庭
教
育
へ
の
支
援
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
は
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
脆
弱
化
す
る
中
、
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
た
ち
の
生
活
を
安
定
さ
せ
豊
か
に
す
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
し
、
必
要
な
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
め
ざ
さ
れ
て
い
る
「
家
庭
教
育
支
援
」
は
本
当
に
ひ
と
び
と
を
支
え
、
守
る
も
の
な
の
か
。
本
書
で
は
、
戦
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前
の
歴
史
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
問
い
直
し
て
み
た
い
。

自
民
党
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
法
案
を
読
む(

二
棚
一
七
年
二
月
時
点)

　
問
題
の
家
庭
教
育
支
援
法
案
の
内
容
を
ま
ず
見
て
み
よ
う
。

　
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
二
棚
一
六
年
一
棚
月
二
棚
日
時
点
で
公
表
さ
れ
た
、
自
民
党
に
よ
る
素
案
で
あ
る
。

法
律
と
い
う
も
の
は
味
気
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
さ
え
つ
か
め
ば
な
か
な
か
に
お
も
し
ろ
い
読
み
物
だ
。

あ
え
て
全
文
を
掲
載
し
、
解
説
を
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
素
案
公
表
時

点
か
ら
議
論
を
経
て
修
正
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る(

二
棚
一
七
年
二
月
一
四
日
の

朝
日
新
聞
の
報
道
を
参
照
、
図
1)

。
こ
の
修
正
箇
所
も
興
味
深
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。

家
庭
教
育
支
援
法
案(

仮
称
、
平
成
二
八
年
一
棚
月
二
棚
日
時

点
素
案)

(

目
的)

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の

構
成
員
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
、
家
族
が
共
に
過
ご
す
時

間
が
短
く
な
っ
た
こ
と
、
家
庭
と
地
域
社
会
と
の
関
係
が

希
薄
に
な
っ
た
こ
と
等
の
家
庭
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に

図 1　朝日新聞 2017年 2月 14日東
京本社版夕刊．
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伴
い
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
こ
と
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
教
育
基
本
法(

平
成
十
八
年

法
律
第
百
二
十
号)

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
、
地
方
公
共

団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
Н
家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
文
言
追
加(

挿
入
箇
所
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
第
一
条
の
「
目
的
」
の
部
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る)

(

基
本
理
念)

第
二
条
　
家
庭
教
育
は
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
の
第
一
義
的
責
任
に
お
い
て
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子
に

生
活
の
た
め
に
必
要
な
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
立
心
を
育
成
し
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達

を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
家
庭
教
育
支
援
は
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ(

こ
の
部
分
削
除)

、
社
会
の
基
礎
的
な
集
団
で
あ

る(

こ
の
部
分
削
除)

家
族
が
共
同
生
活
を
営
む
場
で
あ
る
家
庭
に
お
い
て
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子
に
社
会

と
の
関
わ
り
を
自
覚
さ
せ
、
子
の
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
⒆？
　
最
終
版
未
確
認
に
つ
き
不
明
⒇、
子
に
国
家
及
び

社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
が
備
わ
る
よ
う
に
す
る(

こ
の
部
分
削
除)

こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
の
整
備

を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
家
庭
教
育
支
援
は
、
家
庭
教
育
を
通
じ
て
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子
育
て
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
か
つ
、
子
育
て
に
伴
う
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
家
庭
教
育
支
援
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
、
保
育
所
、
地
域
住
民
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
連

携
の
下
に
、
社
会
全
体
に
お
け
る
取
組
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(

国
の
責
務)

第
三
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念(

以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。)

に
の
っ
と
り
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

(
地
方
公
共
団
体
の
責
務)

第
四
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

(

学
校
又
は
保
育
所
の
設
置
者
の
責
務)

第
五
条
　
学
校
又
は
保
育
所
の
設
置
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
又
は
保
育
所
が
地
域

住
民
そ
の
他
の
関
係
者
の
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
す
る
よ
う

⒆マ
マ
⒇努
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

地
域
住
民
等
の
責
務
↓
「
役
割
」
と
修
正)

第
六
条
　
地
域
住
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

(

関
係
者
相
互
間
の
連
携
強
化)

第
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
家
庭
、
学

校
、
保
育
所
、
地
域
住
民
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
携
の
強
化
そ
の
他
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努

5 1　家庭教育支援法案とは



め
る
も
の
と
す
る
。

(

財
政
上
の
措
置)

第
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針)

第
九
条
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
家
庭
教
育
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針(

以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針
」
と
い
う
。)

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
家
庭
教
育
支
援
の
意
義
及
び
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項

　
二
　
家
庭
教
育
支
援
の
内
容
に
関
す
る
事
項

　
三
　
そ
の
他
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

(

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針)

第
十
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
教
育
支
援
基
本
方
針
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
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す
る
。

(

学
習
機
会
の
提
供
等)

第
十
一
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
に
対
す
る
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
の
機
会
及

び
情
報(

↓
こ
の
部
分
追
加)

の
提
供
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
家
庭
教
育
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

人
材
の
確
保
等)

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
↓
「
家
庭
教
育
支
援
活
動
に
対
す
る
支
援
」
と
修
正)

第
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
住
民
及
び
教
育
、
福
祉
、
医
療
又
は
保
健
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
役
割
を
分
担
し
つ
つ
相
互
に
協
力
し
て
行
う
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
活
動
に
対

す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

啓
発
活
動)

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
取
組
等
に
つ
い
て
必
要
な
広
報
そ
の
他
の
啓

発
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

調
査
研
究
等)

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
家
庭
を
め
ぐ
る
環
境
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
海
外
に
お
け
る
家
庭
教

育
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
そ
の
他
の
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究

並
び
に
そ
の
成
果
の
普
及
及
び
活

7 1　家庭教育支援法案とは



用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
法
律
は
、
○
○
○
⒆マ
マ
⒇か
ら
施
行
す
る
。

　
以
上
が
、
自
民
党
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
法
案(

二
棚
一
七
年
二
月
時
点)

で
あ
る
。
家
庭
教
育
支
援
法
案
は
、
家

庭(

ひ
と
り
暮
ら
し
を
含
め)

と
い
う
私
的
空
間
へ
の
公
権
力
の
介
入
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
問
題
と
な

る
。
そ
う
い
う
見
地
か
ら
見
る
と
、
二
棚
一
七
年
二
月
時
点
で
修
正
が
加
わ
っ
た
箇
所
は
、
公
権
力
の
介
入
の
印

象
を
弱
め
る
も
の
と
、
介
入
の
可
能
性
を
強
め
る
も
の
の
二
方
向
が
あ
る
。

　
介
入
の
印
象
を
弱
め
る
修
正
は
、
第
二
条
の
「
社
会
の
基
礎
的
な
集
団
で
あ
る
家
族
」
と
い
う
、
戦
前
の
よ
う

な
家
族
国
家
観
の
下
で
の
「
家(

イ
エ)

」
の
強
調
と
も
と
れ
る
表
現
の
削
除
と
、「
子
に
国
家
及
び
社
会
の
形
成

者
と
し
て
必
要
な
資
質
が
備
わ
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
愛
国
心
や
滅
私
奉
公
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
起
こ
す
表

現
の
削
除
、
さ
ら
に
は
第
六
条
の
「
地
域
住
民
等
の
責
務
」
と
い
う
条
文
見
出
し
の
「
地
域
住
民
等
の
役
割
」
へ

の
変
更
、
の
三
点
で
あ
る
。
最
後
の
点
は
、
戦
前
の
隣
組
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
お
そ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
介
入
の
強
化
に
つ
な
が
る
修
正
は
、
家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
を
強
調
す
る
文
言
の
付
加(

前
掲
の
新
聞
記
事
か

ら
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
第
一
条
に)

と
、
第
二
条
中
の
「
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
」
と
い

う
、
改
正
教
育
基
本
法
に
も
書
か
れ
て
い
る
重
要
な
文
言
の
削
除
の
二
点
だ
。
と
り
わ
け
後
者
は
大
き
な
意
味
を

も
つ
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
以
下
、
前
記
の
法
案
の
問
題
点(

い
わ
ゆ
る
「
つ
っ
こ
み
ど
こ
ろ
」)
を
ひ
と
つ
ず
つ
説
明
し
よ
う
。
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家
庭
教
育
支
援
が
必
要
な
の
は
、
家
族
に
問
題
が
あ
る
か
ら
？

　
法
案
を
読
み
、
ま
ず
首
を
か
し
げ
て
し
ま
う
の
は
、
第
一
条
で
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
必
要
性
の
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の
構
成
員
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
、
家
族
が
共
に
過
ご
す
時
間

が
短
く
な
っ
た
こ
と
」
と
い
う
文
言
だ
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
祖
父
母
と
同
居
し
な
い
核
家
族
が
増
え
た
こ
と
、

共
働
き
の
増
加
で
母
親
が
家
庭
に
居
る
時
間
が
少
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
の
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
し
か

し
、
親
世
代
家
庭
と
子
世
代
家
庭
が
分
離
し
、
現
在
の
よ
う
な
核
家
族
ス
タ
イ
ル
が
増
え
た
の
は
、
産
業
化
・
都

市
化
と
い
う
社
会
構
造
の
変
動
ゆ
え
で
あ
る
。
ま
た
、
家
族
で
過
ご
す
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず(

ま
た
既
婚
・
未
婚
に
か
か
わ
ら
ず)

労
働
者
の
長
時
間
労
働
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が
、
家
族
や

個
人
生
活
の
充
実
を
困
難
に
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
日
の
、
男
性
を
も
巻
き
込
ん
だ
非
典
型(

非
正
規)

雇
用
の
増
大
に
よ
る
社
会
不
安
の
蔓
延
は
、
一
九
八
棚
年

代
に
相
次
い
で
な
さ
れ
た
労
働
の
規
制
緩
和
の
流
れ
が
必
然
的
に
行
き
着
い
た
結
果
だ
。
一
九
八
五
年
の
男
女
雇

用
機
会
柊
等
法
制
定
に
よ
る
女
性
保
護
規
定
の
緩
和
、
同
年
の
労
働
者
派
遣
法
制
定
で
は
従
来
職
業
安
定
法
が
厳

し
く
禁
じ
て
い
た
労
働
者
供
給
事
業(

二
六
の
専
門
職
種
に
限
定
、
派
遣
期
間
も
短
期
と
い
う
限
定
つ
き
な
が
ら)

の
合

法
化
は
、
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進
を
旗
印
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
起
点
と
す
る
規
制
緩
和

は
、
一
九
九
七
年
の
男
女
雇
用
機
会
柊
等
法
改
正
に
よ
る
女
性
保
護
規
定
撤
廃
、
一
九
九
九
年
お
よ
び
二
棚
棚
三

年
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
よ
る
対
象
職
種
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
二
棚
棚
六
年
改
正
で
は
二
六
業
種
に
つ
い
て
は

派
遣
期
間
の
限
定
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
加
速
度
的
に
労
働
規
制
の
自
由
化
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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労
働
規
制
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
緩
和
に
よ
っ
て
、

確
か
に
女
性
の
雇
用
労
働
へ
の
進
出
は
促
進
さ

れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
女
性
の
非
典
型(

非

正
規)

雇
用
は
一
層
増
大
し
、
男
女
間
賃
金
格

差
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
さ
ら
に
、
労
働
規

制
緩
和
の
悪
影
響
は
、
女
性
の
み
な
ら
ず
男
性

を
含
ん
だ
若
年
者
・
高
齢
者
な
ど
、
労
働
市
場

で
「
脆
弱
な
」
立
場
に
あ
る
ひ
と
び
と
を
直
撃

し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
「
脆
弱
な
」
立
場
に
落
ち
こ
ぼ
さ

れ
ま
い
と
、
典
型(

正
規)

雇
用
の
立
場
に
あ
る
労
働
者
も
ま
た
、
労
働
強
化
、
長
時
間
労
働
に
耐
え
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
経
済
的
な
不
況
の
中
で
、
貧
困
家
庭
も
増
え
続
け
て
い
る
。
日
本
の
相
対
的
貧
困
率(

所
得
が
国
民

の
「
中
央
値
」
の
半
分
に
満
た
な
い
人
の
割
合)
は
一
九
九
七
年
の
一
四
㉓六
⑫
か
ら
二
棚
一
二
年
に
は
一
六
㉓一
⑫
へ
、

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
そ
れ
は
、
一
三
㉓四
⑫
か
ら
一
六
㉓三
⑫
へ
と
状
況
は
年
々
悪
化
し
て
い
る(

厚
生
労
働
省
・
平

成
二
五
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
よ
り
、
図
2)

。
こ
れ
が
ど
の
く
ら
い
深
刻
な
数
字
か
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
際
比
較
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し
よ
う
。
日
本
の
所
得
格
差
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力
開
発
機
構)

諸
国
の
中
で
も
大

き
く
、
二
棚
一
二
年
の
相
対
的
貧
困
率
一
六
㉓一
⑫
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
柊
の
一
一
⑫
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

そ
し
て
子
ど
も
の
貧
困
率
は
、
調
査
当
時
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
三
四
カ
国
中
、
一
棚
番
目
に
高
く
、
ひ
と
り
親
世

図 2　相対的貧困率の年次推移
厚生労働省：平成 25年国民生活基礎調
査より
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